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　私がピアノを始めるきっかけの１つは、家族の教育方針

にありました。幼い私がこれからハンディを抱えて生きて

いかなければならないとわかったとき、家族は、だからこ

そ今のうちからいろいろな物に触れ、体験し、挑戦してほ

しいという願いから、習い事の１つとしてピアノを選んだ

のです。

♥

　ピアノを演奏するためには、まず曲を覚えなければなり

ません。楽譜が見えず、点字楽譜も使えない場合、耳から

覚えるしかありません。もちろん市販されているＣＤを

使って覚えることもできなくはないのですが、それでは楽

譜を覚えるというより、その演奏家の演奏をコピーするこ

とになってしまいます。

　そこで私は、その曲を弾いたことのある友人などに、で

きる限り録音をお願いするようにしています。その際に一

番気を付けていただいているのは、「テンポを揺らさない」

ということです。曲によっては難しいものもありますが、

基本的には、メトロノームをかけながら、片手ずつ弾いて

いただいています。まずは「音を正確に覚える」というこ

とが大事ですので、音や休符を正確に聴きとるため、ペダ

ルもなるべく使わないようにお願いしています。今までに

一番聴きやすかった録音は、意外にも電子ピアノで演奏し

ていただいたものでした。グランドピアノで演奏した録音

は倍音が鳴ってしまい、特に近・現代の曲では、どうして

も聴きとりにくいところ、たとえば片手で一度に４つ以上

の音を弾く箇所などがあるからです。

　こうして、まずは音を覚えた後に、師事している先生の

力をお借りしながら、楽譜に書かれたさまざまな指示を覚

える作業をしていきます。これについては、また別の機会

がありましたら詳しく触れていきたいと思います。

♥

　視覚に障害があるないにかかわらず、譜読みは、曲を始

めてから仕上げるまで常に続けていかなければならない作

業であり、とても大切な作業です。視覚にハンディがある

ということは、譜読みの際、他の人に比べて時間と労力が

どうしても多く必要になってくるというだけなのです。ハ

ンディを抱えながらピアノを演奏できることは、決してそ

う特別なことではありません。指は普通に動くのですから。

♥

　今回は、私が実際に行っている譜読みの方法をご紹介し

ました。視覚にハンディがある生徒を教える際には、ぜひ、

このような方法があるということを伝えていただければと

思います。
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岩井のぞみ ピアノ・リサイタル

耳を使う「譜読み」
～視覚にハンディがある生徒を教えるピアノの先生へ～

眼の障害を乗り越え、アメリカで学び、活躍するピアニスト

岩井のぞみ


